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Con t e n t s

第95期中間のご報告
株主の皆様へ

2018年（平成30年）4月1日～2018年（平成30年）9月30日

証券コード：7250
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株 主 の 皆 様 へ

当中間期の概況

先の西日本豪雨や台風、地震などにより被災された
皆様には謹んでお見舞い申し上げますとともに、１日も
早い復旧を心よりお祈りいたします。

さて、当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日～
2018年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環
境の改善が持続し、緩やかな回復基調で推移しました。
海外においては、米国・欧州の経済は緩やかな回復が
継続、中国の経済は成長ペースが横ばいで推移する中、
世界的な保護主義の台頭等、世界経済の先行きは不透明
な状況が継続しております。

当社グループの主要事業分野であります自動車関連

業界におきましては、主要顧客の自動車生産台数は、
日本、米国および中国において、総じて前年同期並みに
推移しました。

このような中、当第２四半期連結累計期間の売上高
は、新規売上の獲得等により、642億85百万円（前年
同期比13.7％増）となりました。利益面では、戦略的な
設備投資による減価償却費の増加や株式取得に伴う費用
の発生等があるものの、売上増による利益増等により、
営業利益は40億39百万円（前年同期比5.0％増）、経常
利益は51億69百万円（前年同期比8.9％増）、親会社株主
に帰属する四半期純利益は38億98百万円（前年同期比
14.5％増）となりました。

当期の中間配当金につきましては、当初発表通り、

ご あ い さ つ
株主の皆様には、平素より格別のご支援、ご高配を 

賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに、第95期中間期（第2四半期連結累計期間：

2018年4月1日～2018年9月30日）における営業の

概況についてご報告申し上げます。

2018年11月

代表取締役社長
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To Our Shareholders

1株につき14円とし、年間配当は28円とさせていた
だく予定です。

今後の見通し

現在、自動車関連業界においては、新しい流れであ
る「CASE」※が企業間競争のカギとなってきており、各
社がそれに関する開発スピードの加速や、異業種との
共同開発、M＆Aに踏み出すなど、競争力を高める動き
を見せています。自動車業界は引き続き、大きな変革
期にあり、当社を取り巻く環境はさらに厳しさを増して
いくことが予想されます。

こうした状況の中、当社グループは、2018年8月に
自動車・産業機械用等のバルブ製造および販売事業を
運営するSchraderグループ3社を子会社化し、バルブ
事業における世界のリーディングポジション構築に向け
て大きく前進しました。そして、これに伴い、中期経営
計画「OCEAN-20」の目標数値を見直しました。新たな
目標の達成に向け、技術開発や生産体制の拡充など、
さらなる企業価値向上に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも当社グループ
へのご支援とご指導を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。
※  Connected（コネクテッド化（つながる））、Autonomous（自動運転化）、

Shared（シェア／サービス化）、Electric（電動化）の頭文字

中間期通期

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
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連結中間業績ハイライト

642億円 1,350億円

通期予想2期連続増収 前年
同期比
13.7％増 40.3億円 90億円

通期予想2期ぶりの増益 前年
同期比
5.0％増 38.9億円 76億円

通期予想2期連続増益 前年
同期比
14.5％増
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PACIFIC　 SCHRADERで築く

バルブ世界戦略
2018年8月、当社は、米国とフランスで自動車・産業

機械用等のバルブを製造・販売しているSchrader 
グループ3社の全株式を取得し、子会社化しました。
100年以上の歴史をもつSchraderは、自動車・産業機械
用バルブ製品のトップメーカーとして、欧米市場で

「SCHRADERブランド」を確立し、高いシェアを獲得し
ています。

一方、1930年に創業し、自動車用バルブコア・タイヤ
バルブ、カーエアコン用バルブ等を生産する当社は、
日本・アジア諸国を中心に、「PACIFICブランド」を確立

しています。
今回のSchrader3社の子会社化は、当社の中期経営

計画「OCEAN-20」で定めた、「トップクラスのGLOCAL
な部品メーカー」を達成するための戦略であり、日本、
アジア、北米、欧州に生産・販売拠点を有する世界４極
体制の実現、バルブ事業における世界のリーディング
ポジション構築に大きく前進するものです。

今後は、早期のシナジー効果の創出と、バルブ事業
の「融合と革新」を促進し、新たな価値を提供していき
ます。

燃料系バルブ
PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

航空機用バルブ
PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

産業機械用バルブ
PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

バルブコア

PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

タイヤバルブ

PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

チャージバルブ

PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

TPMS送信機
PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

リリーフバルブ

PACIFIC

SCHRADER

SCHRADERPACIFIC

■ セグメント別売上比率

■ 国内外売上比率
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■ バルブ関連製品

グローバル体制強化
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EUROPE

PACIFIC SCHRADER

JAPAN
AMERICA

ASIA

当社は、長期ビジョン「PACIFIC GLOCAL VISION 
2020」の実現に向けた具体的なアクションプラン
として中期経営計画「OCEAN-20」を2017年度に
策定し、推進してきました。

自動車業界の環境は、電気自動車・ハイブリッド
車・自動運転といった次世代モビリティの普及に
伴い大きく変化しており、当社がこれらの市場の
変化に応え、新たな成長を遂げるためには、新製品・

新技術の深化・拡充、新規顧客の獲得や北米・
欧州を中心とした海外拠点の確保、コスト競争力
の強化等が必要であると認識しています。

この様な環境変化をチャンスと捉え、当社は、
先の通り、Schrader3社を子会社化しました。
これに伴い、中期経営計画「OCEAN-20」の目標値
を見直しました。

中期経営計画「OCEAN-20」の見直しについて

0
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（億円）

2016年度 実績 2020年度 目標

前回（2017年10月） 今回見直し

1,550億円

海外
44％

国内
56％

海外
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国内
43％709

326

965

580

2020年度 目標

1,400億円

海外
52％

国内
48％

965

430

プレス・樹脂事業

バルブ・TPMS事業1,036億円

2020年度
目標（新）

連結売上高

1,550億円
連結営業利益率

8％台
ROA（営業利益）

7％台
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自動車の軽量化の取り組み

安全性と燃費向上を両立した軽量化技術
「超ハイテン材」を用いた冷間プレス工法の開発

世界的に環境・燃費規制が強化される中、自動車の軽量
化ニーズが一段と高まっています。こうした背景から、 
自動車の骨格に使われるプレス製品には、従来の材料よりも
軽量ながら、剛性の高い「超ハイテン材」の採用が急速に 
普及しています。

自動車の骨格部品を多く生産している当社では、この超
ハイテン材を使用した冷間プレス工法を開発し、自動車
メーカーのニーズや要求性能にお応えしています。冷間 
プレスによる成形は、コスト面、生産性などからも、骨格
部品には最適な工法と言えますが、超ハイテン材は、その
硬さから精度維持が難しく、高度な成形・型技術が必要と

なります。
当社では、CAE解析を繰り返し行い、必要な精度を確保

するために、加工中の材料の動きや応力を金型で制御して
います。これにより、従来ホットスタンプでしかできなかった
形状のプレス製品についても、冷間プレスでの成形を実現
し、環境負荷削減にも繋がっています。

また、超ハイテン材採用拡大のニーズにお応えするため、
超ハイテン材の成形が可能な大型トランスファー設備の導入
を国内外で進め、事業拡大を図っています。これまで培って
きたノウハウや最先端のプレス技術、生産技術力を活かした
付加価値の高い製品開発を、今後も推進していきます。

トヨタ車では初となる、
フロントピラー ロアアウタに、
超ハイテン材(1180MPa級)
を採用し、量産化を実現しました。
この製品は複雑な形状から、超ハイ
テン材(1180MPa級)による成形が
困難でしたが、当社のノウハウを
活かした冷間プレス工法により 
製品化し、車体の軽量化・高剛性
化に寄与しています。

CAE解析

フロントピラー ロアアウタ

従来比質量

10％減

骨格部品のフロントピラーロアに
超ハイテン材採用

5
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当社グループは、CSRを経営の最重要課題と位置づけ、CSR活動を推進してい
ます。2018年10月に発行した「CSRレポート2018」では、巻頭特集として、トップ
対談・バルブ事業のグローバル体制強化・
プレス事業の拡充と軽量化の取り組み・
製品開発について報告するとともに、マネ
ジメント・経済・社会・環境の面から当社
の取り組みを紹介しています。

当社はステークホルダーとの双方向コミュニケー
ションを重視しています。個人投資家の皆様と経営層
が直接対話できる機会創出のため、名証IRエキスポ
への参加や株主総会後の懇談会などを行っています。
また、今年10月に大垣市で開催された「ものづくり
岐阜テクノフェア」にもブース出展し、来場者の皆様
と交流を図りました。

TOPICS

CSRレポート2018

CSRレポート2018を発行

ステークホルダーとのコミュニケーション

当社では、小学生から大学生まで、地域の学生の工場見学の
受入れを行い、自動車産業に対する理解を深めるとともに、もの
づくりの楽しさを伝えています。また、毎年夏休みには、小学生
を対象とした「科学教室」を開催し、風力発電で自動車模型を
走らせる実験を行うなど、次世代育成に繋がる取り組みを推進
しています。

次世代育成への取り組み

ものづくり岐阜テクノフェア

名証IRエキスポ

6
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事業別概況・地域別概況

TPMS製品および鍛圧製品の販売物量の増加により、当事業全体
の売上高は189億10百万円（前年同期比13.9%増）となりました。利
益面では、売上増により利益が増加しましたが、株式取得に伴う費
用の発生等により、営業利益は27億13百万円（前年同期比12.3%
減）となりました。

なお、当第2四半期連結会計期間よりSchrader社を連結対象に含
めております。四半期連結損益計算書には、米国Schrader社の
2018年9月1日から9月30日までの業績を含みます。

プレス製品

ラジエーター
サポートパネル フードヒンジ

樹脂製品

エンジンカバーオイルパン
ハイブリッド
バッテリーケース

制御機器製品

リリーフバルブ チャージバルブ

TPMS製品

TPMS 送信機

ダイカスト製品

シリンダー

タイヤバルブ製品

バルブコア チューブレスバルブ

29.4%29.4%

売上高 189億円　営業利益27億円
バルブ製品事業

70.4% 売上高 452億円　 営業利益 13億円
プレス・樹脂製品事業

主要顧客の自動車生産台数は、日本、米国および中国ともに前年
同期並みで推移しましたが、新規製品の拡販が寄与し、当事業全体
の売上高は452億77百万円（前年同期比13.6％増）となりました。利
益面では、売上増が寄与し、営業利益は13億５百万円（前年同期比
74.6％増）となりました。

■ 売 上 高・営 業 利 益
（百万円）
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センターオーナメント ホイールキャップ

PHV用スプラインプレート

鍛圧製品
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Business Results by Segment / Regional Results

日本   
49.4％欧米   

29.6％

アジア   
21.0％

地域別
売上高構成比

642億円
地域別概況
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※なお、セグメント別の金額は、セグメント間取引の消去後の数値であります。

地域別売上高

地域別営業利益

主要顧客の自動車生産台数は前年同期並みで推移しましたが、新
規製品の拡販が寄与し、売上高は317億29百万円(前年同期比4.6%
増)となりました。利益面では、売上増による利益増があるものの、
戦略的な設備投資に伴う減価償却費の増加や、株式取得費用の発生
などにより、営業利益は19億49百万円(前年同期比25.1%減)とな
りました。

日　本

主要顧客の自動車生産台数は前年同期並みで推移しましたが、
新規売上の獲得に加え、ベルギーの子会社を連結化したこと等に
より、売上高は190億24百万円(前年同期比35.3%増)となりまし
た。利益面では、営業利益は12億23百万円(前年同期比109.1%増)
となりました。

欧　米

為替換算の影響と、TPMS製品およびアルミダイカスト製品の物
量増等により、売上高は135億32百万円(前年同期比11.4%増)と
なりました。利益面では、営業利益は7億29百万円(前年同期比
84.4%増)となりました。

アジア

2018年8月、バルブ事業のパイオニアである米国とフランスのSchrader3社が子会社となり、太平洋工業グループの一員となりました。

事業クローズアップ

工場所在地：米国 バージニア州 
アルタビスタ

従 業 員 数：200名
生 産 品 目：タイヤバルブ・バルブコア・

エアコン用制御機器部品・
産業機械用部品

工場所在地：フランス ブルゴーニュ地域圏
ポンタリエ

従 業 員 数：400名
生 産 品 目：タイヤバルブ・バルブコア・

TPMS用スナップイン/
クランプインバルブ

■ Schrader-Bridgeport International, Inc. ■ August France Holiding Company SAS（持株会社）
■ Schrader SAS

8
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Consolidated Financial Data連 結 財 務 デ ー タ

資産合計
195,752

負債純資産合計
195,752

資産合計
158,858

負債純資産合計
158,858

固定負債
29,410

流動負債
37,534

純資産
91,913

流動資産
43,887

固定資産
114,970

流動資産
58,683

固定資産
137,069

流動負債
62,303
固定負債
37,005

純資産
96,443

2017年度末
（2018年3月31日現在）

2018年度
中間期末

（2018年9月30日現在）

2017年度末
（2018年3月31日現在）

2018年度
中間期末

（2018年9月30日現在）

財務の状況 （単位：百万円、未満切り捨て）

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
3,898

営業利益
4,039

経常利益
5,169

売上高
64,285

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
3,405

営業利益
3,846

経常利益
4,744

売上高
56,528

2018年度中間期
（2018年4月1日～2018年9月30日）

2017年度中間期
（2017年4月1日～2017年9月30日）

収益の状況 （単位：百万円、未満切り捨て）

15

20.3%
22.7%

28円 28円

16
14

8
12

19.1% 19.6%
24円

26円

13 14

14
14円

2014 2015 （年度）

（円/株） （ ％ ）

0
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5

15
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30

25

0

10

5

15

20

30

25

中間配当 期末配当 連結配当性向

2016 2017 2018

配当金の推移／連結配当性向

営業活動による
キャッシュ・フロー

9,393
財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

26,100

投資活動による
キャッシュ・フロー

△30,065

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

19,516

128

連結の範囲の
変更に伴う
現金及び
現金同等物の
増減額

777
現金及び
現金同等物の
期首残高

13,181

2017年度末 2018年度
中間期末

連結キャッシュ・フロー （単位：百万円、未満切り捨て）

営業活動により93億円のキャッシュを獲得し、投資活動では主に子会社
株式取得に187億円、設備投資に113億円など合わせて300億円を支出し
たため、フリー・キャッシュ・フローは206億円のマイナスとなりました。
財務活動では短期借入金201億円など総額261億円の資金を獲得しました。
為替の換算差額1億円と、連結の範囲の変更に伴う増加7億円により、当
中間期末の手持資金は、前期末から63億円増加し195億円となりました。

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題とし、安定的
な配当の継続を基本に業績及び配当性向等を総合的に勘案し、剰
余金の配当を行っています。2018年度中間期の配当金は、1株
当たり14円といたしました。

（注） 2014年度の期末配当には、85周年記念配当2円が含まれております。

当中間期は、新規売上の獲得等により、連結売上高は642億円
と前年同期比13.7％の増収となりました。利益面では、戦略的
な設備投資による減価償却費の増加や株式取得に伴う費用の発生
等があるものの、売上増による利益増等により、営業利益は前年
同期比5.0％増の40億円、経常利益は為替差益の影響等が加わり
8.9％増の51億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は
14.5％増の38億円となりました。

総資産は1,957億円となり、前期末比368億円増加しました。これ
は主に、有形固定資産が114億円、現金及び預金が64億円、たな卸
資産が52億円増加したこと、のれんが140億円発生したことにより
ます。のれんの金額は、取得原価の配分等が完了していないため、
暫定金額であります。負債は、短期借入金が201億円増加したこ
となどにより、323億円増加しました。純資産は、利益剰余金が
29億円増加したことなどにより、45億円の増加となりました。

（注）  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等を当中間期から適用。2017年度末の財務
の状況には遡及適用しております。
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Company Profile / Stock Information会社概要／株式情報

西大垣工場、東大垣工場、北大垣工場、養老工場、
美濃工場、九州工場、栗原工場、若柳工場

発行可能株式総数 90,000,000 株
発行済株式の総数 61,289,533 株
株主数 3,023 名

日　　 本 太平洋産業株式会社
ピーアイシステム株式会社
PEC ホールディングス株式会社

台　　 湾 太平洋汽門工業股份有限公司
韓　　 国 太平洋バルブ工業株式会社

太平洋エアコントロール工業株式会社
米　　 国 Pacific Industries USA Inc.

Pacific Manufacturing Ohio, Inc.
Pacific Manufacturing Tennessee, Inc.
Schrader-Bridgeport International, Inc.

タ　　 イ Pacific Industries（Thailand） Co., Ltd.
Pacific Auto Parts（Thailand） Co., Ltd.

中　　 国 太平洋工業（中国）投資有限公司
天津太平洋汽車部件有限公司
長沙太平洋半谷汽車部件有限公司
太平洋汽車部件科技（常熟）有限公司

ベ ル ギ ー Pacific Industries Europe NV/SA
フ ラ ン ス August France Holding Company SAS

Schrader SAS

社 名 太平洋工業株式会社
Pacific Industrial Co., Ltd.

本社所在地 〒503−8603  岐阜県大垣市久徳町 100 番地
TEL 0584−91−1111（大代表）

設 立 1930 年 8 月 8 日
資 本 金 7,306 百万円
従 業 員 数 1,780 名（連結：4,340 名）
事 業 内 容 自動車部品、電子機器製品等の製造

ならびに販売

株　主　名 持株数（千株）持株比率（％）
日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 5,278 8.69

株式会社三菱UFJ銀行 2,679 4.41
株式会社大垣共立銀行 2,671 4.39
株式会社十六銀行 2,619 4.31
日本生命保険相互会社 2,359 3.88
第一生命保険株式会社 2,349 3.86
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 2,305 3.79

PECホールディングス株式会社 1,987 3.27
太平洋工業取引先持株会 1,920 3.16
岐建株式会社 1,891 3.11

（注）持株比率は自己株式を控除しております。

金融商品取引業者
1.3％

金融機関
43.5％

その他国内法人
12.0％

外国法人
22.0％

自己株式
0.9％

個人・その他
20.3％

所有者別株式数分布状況

会社の概要 株式の状況

大株主（上位10名）

国内拠点 8工場

グループ会社

（2018年9月30日現在）
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発行日：2018年11月21日
この印刷物は適切に管理された森林からの原料を含むFSC®
認証紙および植物油インクを使用しています。

事 業 年 度 4 月 1 日～翌年 3 月 31 日
期末配当金受領株主確定日 3 月 31 日
中間配当金受領株主確定日 9 月 30 日
定 時 株 主 総 会 毎年 6 月
株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座管理機関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
℡ 0120−232−711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所・名古屋証券取引所 市場第一部
単 元 株 式 数 100 株
証 券 コ ー ド 7250
公 告 の 方 法 当社のホームページに掲載いたします。

公告掲載 URL
http://www.pacific-ind.co.jp/koukoku/

（ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告を
することができない場合は、中部経済新聞および日本 
経済新聞に公告いたします。）

株 主 メ モ

〒503−8603  岐阜県大垣市久徳町100 番地
TEL 0584−91−1111（大代表）　　FAX 0584−92−1804
www.pacific-ind.co.jp

当社ホームページのご案内

www.pacific-ind.co.jp
当社のホームページでは、企業情報、IR・投資家情報、
CSR・環境情報などさまざまな情報を掲載しております。
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